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はじめに 

わが国における中共党史研究の現状について，高橋伸夫は「研究上の方向感覚の喪失」に起因

する研究の衰退・停滞―中共の「正統史観」から距離を置きつつどのように再構成するかについ

て基本的戦略を描くことができなかった―と概括したうえで，「断絶‐連続」（革命は社会の断絶

をもたらしたのか，それとももたらさなかったのか）および「構造‐行為者」（革命は社会経済構

造の必然的産物か，それとも構造とは無関係に革命家集団が持ち込んだものか）という革命認識

に関わる 2つの次元をふまえた中共党史叙述の「4つの解釈図式」（「構造‐断絶」「構造‐連続」

「行為者‐断絶」「行為者‐連続」の各モデル）を提示する［高橋 2006］。ここで高橋が中共党史

にかかわるナラティヴを 4象限に整理し，なおかつ中共中央党史研究室『中国共産党歴史』（2002）

に代表される公式党史を「構造‐断絶」モデルに措定することによって，これまでの諸研究の叙

述の質を吟味・意識化して「構造‐断絶」モデルに代替する研究戦略を提唱していることは，有

意義な問題提起であろう。 

… 

皖南事変を契機としてそれまでの党軍関係に存在していたある種の歪みが結果的に正されるこ

とになったが（後述），こうした背景下の中共権力は，延安整風運動を経て 1949 年の国家権力奪

取を可能にする権力編成を獲得する［高 2000］。従って，延安整風運動の前段階にあたる約 800

日間における中共権力の実態解明は，1950 年代から 1970 年代なかばにいたる毛沢東時代の中国

政治の構造と特質を検討するための意味のある研究課題でもあるとしなければならない。 

 

Ⅰ．『中共中央文件選集』にみる「中央」文献の性格 

中央档案館編『中共中央文件選集』（1989-92）には，本章が対象とする 1938 年 11 月 7 日から

41年 1月 5日にいたる時期の 178文献が収録されている。まず，この 178文献の性格について検

討する。 

 

 

１）作者について 

文献の作者は，「中央委員会」7，「政治局」3，「中央」31，「書記処」84，「軍委」20，軍委をの

ぞく中央機関 16，個人 23である。 

… 

２）文書の形式について 

形式に注目すると，178文献のうち，「決議」が 1，「決定」が 15であるのに対して，「指示」が

136件と全体の 4分の 3を占めている。このほか「通知」と「訓令」がそれぞれ 2件確認できる。 

… 

当該時期における決議が 1939年 10月 10日の「中央関於反奸細闘争的決議」の 1件に過ぎない

ことは，1935年 1月～38年 9月に 9件の「決議」が確認しうることと明らかな対照を確認するこ

とができる。このことは，6 期 6 中全会の前後において中共権力中枢部における質的転換があっ

たこと，換言すれば，この会議を契機として「中共は毛沢東を中心として団結しなければならな

節はⅠ…，Ⅱ…，Ⅲ…で示す。
フォントサイズは 12。 



 

い」という王稼祥が伝達したコミンテルンの指示をふまえた権力中枢の再編の結果であったとし

てよいであろう1。 

３）文献の来源と形態 

『文件選集』所収の 178文献の来源は，「原件」36，「原抄件」89，「原複写件」1，「原油印件」

29であり，また刊行物からの収録として『新中華報』5，『解放』7，『共産党人』12，『六大以来』

4がある2。 

また「電報」による意志伝達を前提としていることを確認しうる文献は 67件である。このこと

は，当該時期における中共中枢部と下部組織との意志疎通のかなりの部分が電報によって行われ

ていたことを示している。 

… 

 

むすび 

表 4 が示すように，

延安の指示を受け取る

中央局・分局における

党軍関係はその中枢に

位置する人物に中枢的

人物の兼任と，少なか

らずの不在者が見られ

る。従って，本章が考

察の対象とする時期に

おける中共の党軍関係

については，その相互

関係に関してさらに踏

み込んだ検討がなされ

なければならない。 

この時期の中共の党

軍関係におけるもうひ

とつの問題は，中央と

新四軍との関係である。

すなわち政治局員であ

る項英が東南局書記・

新四軍軍長・軍事委員会新四軍分会書記を兼任することによって，組織上，両者の関係の核心部
                                                        
1 1937年 11月に王明・康生らモスクワに滞在していた中共政治局のメンバーが帰国し，書記処の集団
指導体制が敷かれた。この後，延安の中央と武漢に置かれた長江局とのあいだの意志疎通に深刻な齟
齬が発生，コミンテルンは，王稼祥を介して「毛沢東を首とする指導のもとで問題を解決すべきであ
り，指導部には親密に団結するという雰囲気が必要である」と指示した。38年 9～11月の 6期 6中全
会はこのコミンテルン指示をふまえて開催された。 
2 このほか「目次」で『毛沢東選集』を指示し未収録の文献が 6件である。 

表４ 第一八集団軍総部，北方局，軍委前方分会の成員 

中共中央 
北方局 

第一八集団軍 
総司令部 

中央革命軍事委員会 
前方分委員会 

常委 朱徳 総司令 朱徳 書記 朱徳 
常委 彭徳懐 副総司令 彭徳懐 副書記 彭徳懐 
書記 楊尚昆     
常委 朱瑞（-39.4）     
  参謀長 葉剣英△   
  副参謀長 左権   
  政治部主任 王稼祥△   
  傅鐘（-40.5）   
  

野戦政治部主任 
羅瑞卿（40.5-）   

  野戦政治部副主任 陸定一   
    委員 任弼時△ 
    委員 張浩△ 
    委員 林彪△ 

委員 聶栄臻△   委員 聶栄臻△ 
    委員 賀龍△ 
    委員 劉伯承△ 

委員 関向応△   委員 関向応△ 
委員 鄧小平△     
委員 彭真△     
委員 程子華△     
委員 郭洪涛△     
出所：［中共中央組織部ほか 2000：147-8，1336-7，72-3］より作成 
注：△は総部所在地不在者 

聶栄臻：晋察冀軍区司令，関向応：第一二〇師政治委員，鄧小平：第一二九師政治委員，彭真：
北方局晋察冀分局書記，程子華：冀中総隊政治委員，郭洪涛：北方局山東分局書記 

葉剣英：南方局委員（重慶）王稼祥：軍委副主席（延安） 

任弼時：モスクワ→延安，張浩：延安，林彪：モスクワ，賀龍：第一二〇師師長，劉伯承：第
一二九師師長 

図表は本文中に挿入。図 1，
図 2…，あるいは表 1，表 2
…，と通し番号を附す。 



   

 

分に位置していたものの，非党員の葉挺を軍長に戴いていたこと，および項英をふくむ軍委新四

軍分会の全成員が中央軍事委員会の成員でなかったことは，第一八集団軍総部・軍委前方分委員

会と顕著な相違が存在していた。 

… 
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